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大豊町川口にある嶺北林材協同組合に、丸太の直径が30cm以上の大径材を加工できる製材ライ

ンが新たに導入され、令和８年６月５日に竣工式が行われました。  
 

「県内産大径材の加工体制の強化」  
　高知県内では、戦後に植林されたスギやヒノキ

が成熟したことにより12齢級（樹齢56～60年生）

以上が増加し、年々大径材の占める割合も増加し

ています。大径材とは、丸太の末口径（木の先端

側の細い方の直径）が30cm以上のものをいいます。 
　しかし、県内には大径材を効率的に加工できる

ラインを備えた工場が少なく、伐採された大径材

が県外へ流出しているケースもあることから、同

協同組合では生産量の増加、生産性の向上と省力

化など、大径材に対応した製材加工施設の整備を

進めていく経営判断をし、これまで元口径40cmま

でであったものを60cmまで対応可能な製材機械

を導入しました。  
 
「中径木用から大径木用の製材ラインに一新」　 
　これまでの中径材製材工程に、デジタル技術を活用したオーダーメイドの専用設備を導入する

ことで生産ラインは大径材製材工程の１ラインに集約化され、完全自動化・無人化による人員及

び作業時間の削減が可能となり、これまで６人で対応していた製材の工程を３で対応できるよう

になりました。 
また、新しい機械の導入により安定的かつ高い生産量を維持することができるようになり、現

在の原木消費量ベースで年間２万立法メートルから３万立法メートルに拡大することが見込まれ

るとのことで、さらなる市場競争力の強化が期待されます。  
 
「大径材製材ラインのデモンストレーション」  
　竣工式での神事の後、新設備の稼働を披露する製材デモンストレーションが行われました。デ

ジタル技術を駆使した最新のオーダーメイド設備に大径材が次々と投入されると、ミリ単位の精

度で瞬時に柱や板材へとカットされ、寸法ごとに自動分別されていく一連の工程を、多くの参加

者が見学しました。 
 
「今後の取り組み（新規事業分野への展開）」  
　坂本一代表理事は「この嶺北地域で出るスギ材に関しては、基本的にすべてのものを使う。そ

の中で地産地消の部分も生かしながら、県外の方へも販売していければ非常に嬉しい。本竣工を

新たな出発点として２×４住宅向け新製品の生産にも着手し、これまで以上に地域の森林資源を

活用した製品をお客様に安定的にお届けできる体制を整備していく。」と話されていました。 
 

◆嶺北林材協同組合　大径材製材ラインが竣工 

同協同組合が導入した「ロボット式ツイン帯鋸盤」。

本機械の稼働により、大径材を効率的に製材すること

が期待される。



 
 

 
県では、小規模林業推進協議会員の皆様を対象に、労働安全衛生の向上を図っていただくため

の補助事業（熱中症対策、蜂刺され対策、傷害総合保険加入、安全装備等の導入支援等）を実施

しております。これらの事業は、「高知県小規模林業推進協議会」の会員であることと、前年度

に60日以上の林業就業実績があること等が補助の要件となっております。同会へ入会をご希望さ

れる場合には、お近くの林業（振興）事務所へご相談ください。その他の補助事業については、

高知県小規模林業推進協議会ホームページ中の支援制度紹介をご確認ください。　  
                      （QRコードはこちら）  
　  

 
                                                   

★小規模林業従事者の方へ★ 

熱中症対策・蜂刺され対策事業のご案内

傷害総合保険加入促進事業のご案内
【要確認！】 

・予算に限りがありますので、補助金を

活用予定の方は、「林材業労働災害防止

協会高知県支部（林災防）」に確認して

ください。 
・交付申請書は速やかに「林材業労働災

害防止協会高知県支部（林災防）」に提

出してください。



 
 
 
                 

★小規模林業従事者の方へ★ 

安全装備等の導入支援事業のご案内



 
 

「『地蔵寺集落営林部会　杣　有限責任事業組合』が林野庁長官賞を受賞」 

令和８年２月、土佐町の地域林業グループ「地

蔵寺集落営林部会　杣　有限責任事業組合」（代

表社員：久松修平氏）が、令和７年度全国林業グ

ループコンクールにおいて林野庁長官賞を受賞

しました。久松氏は、令和７年７月に行われた第

31回中国・四国ブロック林業グループコンクール

において最優秀賞を受賞され、同ブロックの代表

として全国大会に臨み、同組合を中心としたウラ

ジロガシ出荷の取組を発表しました。受賞後、嶺

北林業振興事務所を訪れ、賞状と盾を披露してく

ださいました。 

「審査員の評価」  

講評では、審査委員長を務めた東京大学准教

授・安村氏が「令和４年設立とまだ日が浅いにもかかわらず、これほどうまく回る仕組みを作ら

れたことは何よりすごい」と高く評価してくださいました。続けて、「突出した技術や熟練の腕

を必要としない取組だからこそ、地元の方々や他の地域にも広がりやすいのではないか」と分析

し、「将来性が楽しみ」と結びました。ウラジロガシという地域資源の可能性に光を当て、それ

を持続的に生かす仕組みを作り上げたことが、審査員から高く評価されました。  

「ウラジロガシ出荷」  

同組合が力を入れるのが、需要の高いウラジロガシの枝葉出荷です。出荷量は令和５年度の

1,314kgから令和６年度は3,583kgへ拡大しました。荷造りなどの軽作業が中心で初心者でも参加

しやすく、これまで林業に関わりの薄かった花木農家やゆず農家なども加わり、現在は13名で活

動しています。出荷作業は10月から３月にかけて行われ、樹上での選定や株元からの伐採を経て、

枝葉を１束５～10kgに荷造りして出荷。ウラジロガシは萌芽更新が期待できるため、伐採後５～

10年で再び採取できるのもこの取組の強みです。  

「どんぐりから始めよう」  

自生するウラジロガシの資源には限りがあるため、令和６年からは人工林の皆伐跡地や地域住

民の山林など計４カ所に苗木700本を植樹しました。しかし、苗木は挿し木ではなくどんぐりから

発芽させる必要があり、必要数にはまだ届いていません。そこで令和７年、約10,000個のどんぐ

りを採取し、本格的な育苗にも着手しました。令和８年春からは、ビニールハウスや露地での本

格的な育苗にも取り組み始めました。このように、ウラジロガシの枝葉出荷までの長い年月を見

据え、「出荷しながら、植えながら」の持続可能な資源循環モデル構築への挑戦が、着実に始ま

っています。  

「地域とともに、次世代へ」  

同組合は、令和６年からは隣町の住民とも意見交換会を重ね、出荷量の調整にも取り組んで

います。「この活動を通して、これまで山仕事に縁の薄かった住民にも山林と関わる機会を提

供できた。今後も、こうした関わりをさらに広げていくことで、山仕事の面白さを知っていた

だき、林業を魅力ある仕事として次世代へつないでいきたい。」と久松氏。今回の受賞を機に、

「嶺北地域発の取り組みが、全国のウラジロガシ産地のモデルケースとなるよう、これからも

頑張っていきたい」と、力強く決意を語っていました。  

★久松氏の発表が林野庁長官賞受賞★ 

当事務所を訪問した時の様子  
（久松氏（写真向かって右））



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                        

◆高知県立林業大学校PR①オープンキャンパス開催！ 



 ◆高知県立林業大学校PR②研修生募集！ 



 
 

保安林に指定されると、その機能が失われないよう、立木の伐採や土地の形質の変更等の

際、必要最小限の制限を受けます。定められている制限の範囲内であっても、あらかじめ県

林業（振興）事務所に許可等を受ける必要がありますので、保安林内で施業を計画されてい

る森林所有者、事業体の皆様は、必ずご注意をお願いします。 
森林法施行規則の改正（R5.4.1）により申請書等の添付書類に下記①～⑥が必要となりました。 

 
 

保安林内で皆伐を行う場合 

保安林内で立木伐採（皆伐）をする際には、年４回の皆伐限度面積公表日の翌日からそれ

ぞれ30日以内に申請書のご提出をお願いします。  
次回の申請受付期間は令和８年９月１日～９月30日です。 

【保安林内皆伐申請・許可期間スケジュール】  

 
保安林内で間伐を行う場合 

　保安林内で間伐を行う際には、伐採を開始する90日～20日前までに保安林内間伐届のご提 
出をお願いします。（除伐については届出書の提出は必要ありません） 
保安林内で土地の形質変更等を行う場合 

保安林内で立竹の伐採、立木の損傷、家畜の放牧、下草、落葉又は落枝の採取、土石又は

樹根の採掘、開墾、その他の土地の形質を変更する行為を行う際には、作業開始前までに保

安林内作業許可申請書のご提出をお願いします。なお、作業時に支障木の伐採を伴う場合は、

伐採を開始する14日前までに立木伐採届出書を併せてご提出ください。 

許可決定通知を送付した保安林内作業許可の期限満了日が近づいているものについて 

　1,今後も継続して使用する場合 

許可期限満了までに、再度「保安林内作業許可申請書」を提出し、申請してください。 

2,許可期限を超えて使用しない場合 

許可決定通知送付時に添付した「保安林内作業終了届出書」を提出してください。 

 

その他、保安林についてご不明な点がございましたら、嶺北林業振興事務所までご相談ください。 

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

令和８年 １回目 2月1日 申請

２回目 6月1日 申請

３回目 9月1日 申請

４回目 12月1日 申請

令和９年 １回目 2月1日 申請

R8 R9公表日

伐採許可期間

伐採許可期間

伐採許可期間

伐採許可期間

伐採許可期間

◆保安林の皆伐等についてのお知らせ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 柱・・・末口径15～16cm、中目・・・末口径18～22、24～28cmの平均 

※２ このグラフは、嶺北地域の市場価格を参考としたもので、市場価格そのものを表したものではありません。 

詳しい価格は各市場へお問い合わせ下さい。" 

 

 

 
木材市況

 
シキビ・サカキ市況
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